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６．ヒートアイランド対策の協力要請手法に関する意見交換会 
6-1.開催概要 

■開催目的；市民・企業・行政が一体となった対策への取り組みを促進するための協力要請のあり

方についての意見交換 

 平成19年度から平成21年度までに蓄積した大阪市及び北九州市における対策効果の

計測結果のとりまとめ方法についての意見交換 

■開催日時；平成２１年１１月２５日（水） 

■開催場所；大阪市阿倍野区阿倍野筋1-5-1 あべのルシアス12階 大阪市環境局第2会議室 

 

6-2.開催結果 

■ヒートアイランド対策の効果計測全般について 

・体験者の生の声を盛り込み、ヒートアイランド対策の普及につなげていくのが効果的である。 

・対策効果を温度だけでなく、お金に換算している。これは市民にもＰＲしやすい。 

・今回取り上げた対策は、数あるヒートアイランド対策の一部であることを記載した方がよい。このレ

ポートを機に、みんなで考えていくというスタンスが必要である。レポートは完成版ではなく、今後、

充実させていくべき性格のものにしたい。 

 

■屋上への高反射塗料の塗布の効果計測について 

・対策効果を享受できるのは最上階に限られるため、他階の住人にどのように理解を求めていくかが、

対策推進上の課題である。 

・高反射率塗料は一般の塗料と比べてあまり値段に差がないものの、行政から資金面で支援があるとい

い。 

・マンションの改修時期を見計らい、高反射率塗料の塗布をマンション住人にＰＲしていくのが良い。 

・屋上緑化については、費用がかかる点や防水対策等のメンテナンスが必要である点に抵抗がある。 

・冬季は温度上昇抑制というマイナスの影響があることを認知してほしい。 

・色の違いで効果に差が出るということ、一年が経過してその差が開いていることも興味深い。行政と

しては効果の持続性に関心があり、効果の軽減が色によるものなのか、汚れによるものなのかを知り

たい。 

・高反射率塗料には色々なタイプがある。現在は、日射反射率50％という基準しかないため、耐久性の

ない安価なタイプも出ている。また、クロム系顔料を使用しているものもあるが、環境負荷が大きい。

レポートには材料選定の視点（低汚染化材料等）も配慮事項として加えてほしい。汚れると効果が落

ちるといった注釈も必要である。 

 

■屋上緑化の効果計測について 

・本館の屋上緑化後、屋上利用客が5～6倍に増加した。癒しの場として集客増加につながっている。 

・夏は、木陰に入ったような心地よさを感じる。舗装に保水建材を採用したことで、1,400 ㎡の貯水槽

と同等の効果がある。・蒸散作用もある。製品のデータをもとに蒸散作用を試算したところ、1ヶ月あ

たり100万円以上の価値に匹敵する。 

・屋上緑化をＰＲすることで、地域住民の意識を高めるという効果もある。また、企業イメージのアッ

プにもつながった。 

 

■ドライミストの効果計測について 

・ミストは若い人が顔を近づけて潤すという使い方もある。このような使い方に関する工夫もレポート

に加わるとよい。 

・ミスト散布により 14 時前後に温度が低減するという結果である。他の時間は効果が少ないというこ

とであれば、ミストを実施しないという判断材料になる。 
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■商店街の室外機へのチャンバー設置の効果計測について 

・東京都は、室外機の助成を行っていないが、千代田区が、今年度から地域限定で室外機対策に対し助

成を行っている。 

・室外機の対策内容は、水を噴射するタイプのもの。室外機1台単位で助成している。また、高反射率

塗料については都内の複数の区が助成を開始している。高反射率塗料は都内で今、1 番人気のある対

策となっている。港区では反響が予想以上に大きく、補正予算まで組んでいる。屋上緑化については、

賃料アップに踏み切った業務ビルで入居者が増えたという事例もある。 

 

■効果的なヒートアイランド対策の推進方策について 

・提案のアイデアはよいが、実現にはマンパワーを要すると思う。ヒートアイランド対策のために組織

を立ち上げるのは容易ではない。既にある組織を活用するという視点も重要である。 

・東京都の場合、既存協議会や再開発組合に行政が出向いて、協力のお願いをするパターンが多い。こ

の他、商店街組合など、既存組織をキーパーソンの事例に挙げてはどうか。 

・ヒートアイランド対策の担当課としては、庁内の説得の方が難しいのが現状である。温暖化対策の方

が施策として優先される傾向にあるので、ヒートアイランド対策が省エネ、CO２削減に効果があるこ

とをレポートの中でもっとPRできないか。 
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